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5
年
度
予
算
を
可
決

新
年
度
予
算
な
ど
初
議
案
を
可
決

平
成

－・””・•tit・・・・・・・0刷。””。．．．””・－・，llU•”“・・－－・”・・－－・・”が

平
成
5
年
第
2
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

3
月

8
日
か
ら

2
日
ま
で
の
何
回
聞
に
わ
た
っ
て
開
か
れ

ま
し
た
。
議
会
で
は
、
平
成
5
年
度
予
算
な
ど
初
議

案
ガ
審
議
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

酸

素

の

概

要

0

．
般
会
計
，

r芥

蔵
入
歳
山
総
額

7
、
6
8
5
、
0

0
5
下
川
（
前
年
度
比
較
印

・

9
%削
）

O
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

歳
入
議
出
総
額

l
、
o
l
9
、
7

6
9
T
円
（
前
年
度
比
較

7
・

6
%増
）

O
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

予
算
歳
入
歳
出
総
額

l
、

9
0
9
、

6
5
1
千
円
（
前
年
度
比
較

8
・

5
%明
）

の
均
衡
化
を
凶
る
よ
う
研
究
さ
れ

た
い
2
・
十
成

3
年
伎
か
ら
也
設
さ
れ
る

『似
紘

一
文
化
体
古
川
セ
ン
タ
ー
の

正
式
名
祢
を
検
討
さ
れ
た
い

環
境
厚
生
委
員
会

什
北
さ
れ
て
お
り
ま
す
同
議
案

は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
る

な
お
、
議
案
議
食
の
過
程
に
お

い
て
、
次
の
要
望

・
立
見
が
あ
リ

ま
し
た
Q

住
民
課
関
係
で
は

－
h
M
M入
検
診
に
つ
い
て
、
町
当
町

に
は
大
変
似

M
Mさ
れ
て
い
る
が
、

↑
般
険
拾
に
お
け
る
．
小
党
A

小
川
村
の

眠
り
起
、
』
し
及
び
が
ん
検
診
ネ
の

向
卜
な
ど
に
つ
い
て
、
日
体
策
を

t
t
J

え
て
引
き
続
き
懸
命
の
努
力
を

さ
れ
た
い
一

E
ご
み
減
最

・
．
舟
資
源
化
対
策
検

O
凶
日
以
他
康
保
険
珍
療
地
設
治
療

所
特
別
会

A
，
寸
弥
（
4
3療
所
｝

此
人
収
出
総
制
5
8、
0
9
5千

円
（前
年
度
比
較

3
・
3

%増
｝

O
簡
易
水
道
特
別
会
計
千
算

歳
入
必
出
総
傾
3
7、
2
6
2千

円
（
前
年
度
比
較

3
・
8
%減
）

O
公
共
用
地
先
行
取
得
等
事
業
特

別
会
計
千
弥

歳
入
歳
出
総
額
6
0、
7
6
9
T

向
（
前
年
度
比
較

8
3
・
7
%

減
）

O
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別
会
計

予
算
殺
人
必
出
総
納
4
、
5
9
5
T円

バ
川
会
民
会
の
世

J
を
踏
ま
え
、
地

区
住
民
と
協
議
し
な
が
ら
そ
の
実

施
い
か
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
て
h
リ

あ
る
何
度
の
行
政
桁
特
に
よ
リ
事

業
の
効
果
が
上
が
る
と
思
わ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
も
般
刈
さ
れ
た
い
，

あ
さ
ひ
総
合
病
院
関
係
で
は

－
A
l
則
正
例
会
に
お
い
て

「
あ
さ

ひ
総
合
病
院
改
善
計
画
資
料
一
が

配
市
さ
れ
た
が
、
刊
に
入
院
忠
行

の
n

M
M
述
成
の
た
め
、

n．
ハ
体
的
地

誌
の
完
枇
化
に
努
め
ら
れ
た
い

M
Mの
「
似
険
で
よ
い
人
れ
尚

の
巾いい
ん
岐
を
ボ
め
る
広
比

5
M
M机
に

つ
い
て
ー
は
、
そ
の
内
山
什
を
山
川
股
訓

伐
の
？
え
・官
附
議
す
る
、

｝
と
と
し
桝
続

事
作
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

’～
 
山川
川
か
ら
縦
続
事
A
H
に
な
J

て

お
り
ま
し
た
錨
願
の
「
凶
民
健
康

保
険
悦
の
引
き
卜
げ
に
つ
い
て
L

は
継
続
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

，
、』
。

’’t
寸’h

....・・.........・・Ill• ••”・・・・・”・・・”・・ ・＂”・‘”・h 1UH1

（
前
年
度
比
較

3
・
2
%減
）

O
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計
千
昨

議
入
歳
出
総
傾
7
8
5千
円
（H
削

年
度
比
較

ω・
6
%減
）

O
病
院
事
業
会
計
千
作

（
企
業
会比一川
）

収
益
的
支
出
2
、
4
7
5
、
3
2

i
F川
、
資
本
的
立
川

1
7
2
、

4
吟

内

4
0
0
ず
f

’H
川
，

平
成

4
年
度
補
正
，

r算

。
一

般
会
計
予
算

3
1
0
、
5
6
1
下
川
を
追
加
し

成
入
歳
山
総
制

6
、
0
7
1
、
8

6
1
千
円
と
す
る
。

． 
同
意

O
主
人
保
健
医
擦
事
業
特
別
会
計

3
5
、
5
0
0
下
川
を
追
加
し

歳
入
ぷ
山
総
鋲
を

1
、
7
4
5
、

8
8
2
千
円
と
す
る
。

O
川
民
地
版
保
険
法
療
施
設
山
崎

2
1
7

・a『
h
f

：d

叫・
川
山
小
切
宝引配

2
、
0
0
0
下
円
を
迫
加
し
、
政

入
川
崎
山
総
舶
を

3
2
、
4
8
6

f
刊
と
す
る

O
州
院
事
業
会
計

一
般
会
計
か
ら
長
期
借
入
金
7

5
、
0
0
0
下
円
を
借
り
入
れ

交
入
資
全
総
制
を

3
、
3
3
1
、

5
0
8
千
同
と
す
る
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
た
口
議
案
は
、
そ
れ

ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
お
り
ま
す
6
議
誕

は
、
そ
れ
ぞ
れ
版
案

の
と
お
り
吋

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
－
v

な
お
、
議
来
事
ト
伐
の
過
打
て
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら

1
町
で
は
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
取
リ
組
ま
れ
る
よ
・7
に
な
勺
た

が
、
そ
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、

今
ま
で
の
付
総

・
完
結
に
と
ら
わ

れ
る
ニ
と
な
く
、
新
鮮
な
怯
党
で

命
山

・
実
行
に
あ
た
ら
れ
た
い

2
幻
世
紀
を

U
桁
し
た
数
多
く
の

弔
安
懸
末
下
瓜
を
抱
え
て
い
る
が

こ
れ
ら
の
解
決
に
は
、
以
「
川
と
議

会
が
一
一
体
と
な
り
て
、
さ
ら
に
閃

係
各
機
関
に
働
き
か
け
て
い
く
句

一

と
が
急
訪
と
号
、
え
ら
れ
る
の
で
、

今
後
よ
り
一
層
双
方
が
梢
力
的
に

な
お
議
案
審
伐
の
過
院
で
次
の

要
望
、
芯
見
が
あ
り
ま
し
た
e

1
迎
休
2
日
制
の
実
施
に
と
も
な

い
、
消
防
職
員
の
勤
務
体
制
仁
創

立

・
仁
犬
を
誕
ら
し
、
勤
務
時
間

取
り
く
む
、
』
と
が
肝
要
で
あ
る

前
副
か
ら
桝
続
審
査
に
な

勺
て

お
リ
ま
す
一
。
州
制
l
件
「
消
勺
装
山

の
枝
問
に
つ
い
て
＼
船
間
り
喝
の

挫
設
に
つ
い
て
」
の
3
件
、
抗
川
阿

l
川
町
内
市
川
我
山
の
ぷ
出
に
つ

い
て
」
は
、
諸
飢
取
の
状
況
を
勘
案

し
、
川
位
継
続
寄
伐
に
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
z

3
月
議
会
で
は
、
ア
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
巳

わ
た
り
、
お
件
の
代
表
・

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
怠
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

5
年

度

予

算

雪
国
司

学

校
・文
化
体
育
セ
ン
タ

豊
田
ド

l
以
外
の
主
要
施
策
は

平
成

5
年
度
，
γ
昨
総
制
は
約
7

G
憶

8
千
5
百
万
円
で
、
こ

の
っ

ち
小
校

・
い
え
化
体
行
セ

ン
タ
ー
他

投
資
で
約

2
6
応
2
「

万

円

こ

れ
を
爪
し
引
い
た
伐
リ

5
0
俗

6

千

5
．
白
万
円
に
つ
い
て
地
策
の
重

点
を
ど
こ
に
お
・い

て
い
る
の
か
何

い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り

＠
｜だ｜ょI!) , 

ゅ穆
議
案
・
請
願
等

二とわざに｛ム 先人の知恵がi誌編されてj.;リ．人’｜・を生きていくl：て’
の様々 なことを見つけることができます．

の
採
択
結
果

「一「

し一一」

議

案

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

5
年
度
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

。
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
械
所
特
別
会
計
予
算

｜ことわざ紹介 ｜

O
制

U
町
凶
民
健
康
保
険
診
療
地

設
古
崎
診
療
所
特
別
会
計
千
算

O
朝
日
町
凶
民
健
肢
保
険
診
療
地

設
境
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予

判
円

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
千
弊

O
制
日
町
出
川
除
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
予
非

O
制

H
町
加
雌
奨
や
資
令
特
別
会

一
計
千
昨

O
制

H
町
州
院
中
業
会
計
予
算

また．君子Lそれになら e，てM可＇！JIJ • たゆまない E いうニ E

条

例

O
制

U
町
「
財
政
事
的
」
の
作
成

及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
全
部

改
正
の
件

O
朝
日
町
各
陣
委
員
会
委
員
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

一
部
改
正
の
件

O
明
白
町
の
職
只
の
特
株
勤
務
子

当
に
附
す
る
条
例

一
部
改
正
の

L

レ’
O
帆

U
町
身
体
附
ル
札
門
者
一
仙
祉
合
条

例
一
部
改
正
の
件

。
削

U
川
叫
町
一
染
物
の
処
即
日
以
び
出

制
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の

L
ト’

O
朗
自
町
国
民
健
康
保
険
条
例

一

－
平
成

5
年

5
月
号

＠

天行は健なり……向然グ｝変It.J（の運行！：；二倍：1、がないといす二と



答

弁

道
路
網
の
脱
出
備
等
各

施
策
を
推
進

十
成
5
年
度
の
チ
弥
一
制
成
に
あ

た
り
、
学
校

・
（似
祢
）文
化
体
育

セ
ン
タ
ー
建
設
の
若
手
に
よ
り
他

の
事
業
に
彩
管
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
財
源
の
僻
似
に
努
め
、
道
路
関

係
で
は
駅
前
広
場
以
び
郎
市
叫川両

街
路
事
業
、
勝
城
ド
野
金
山
線
の

改
良
、
さ
ら
に
雷
同
快
適
ま
ち
づ

く
リ
事
業
に
よ
る
消
雪
装
置
等
の

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
eま
た
、
在
人
保
健
悩
祉
計
画
の
策

定
、
身
体
附
川
省

M
M似
合
の
附
飢

や
λ

れ
ん
じ
制
祉
対
策
の
允
完
全
凶
る

は
か
、
社
会
教
育
施
設
川
性
化
支

従
事
業
、
県
民
カ
レ
ッ
ジ
開
催
や

町
民
カ
レ

，
ジ
助
成
事
業
を
実
地

す
る
主
い
と
九
地
取
を
相
鋭
的
に
民

に
辿
絡
を
衝
に
し
出
札
を
折
か
な

い
よ
う
話
合
い
が
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
υ

ま
た
学
区
制

に
つ
い
て
は
県
全
体
の
訂
酬
の
中

で
見
直
し
な
ど
も
行
わ
れ
、
各
高

校
に
特
徴
を
持
た
せ
た
配
世
が
与

え
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
推
移
を

凡
て
い
き
た
い
と
号
、
え
て
い
ま
す
。

H
 

清
掃
セ
一一ジ
、一一安

l

H

、

戸

質

問

建
設
計
画
は

新
川
広
域
圏
消
揃
セ
ン
タ
ー
の

建
設
計
阿
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
余
熱
利
川
に
よ
る
出
水

の
有
効
活
用
や
建
物
と
剥
和
の
と

れ
た
周
辺
環
境
笹
怖
が
必
．
裂
と
忠

聞
し
て
よ
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
＠

質 ボ
問 ラーへ
J伶下 ；、シミ.＞＜；：・
進校 ：.~.~＝~· ・i・ 
を教九； ＂.~ ~一＞＜.！H ：’' 
背〈；
σ）＇ ＂~.＇j字；
虫．活
」 動

高
附
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及

・

定
着
を
図
る
た
め
、
町
の
財
政
佐

助
を
し
な
が
ら
学
校
教
育
の
中
で

悩
祉
教
育
と
し
て
活
動
の
支
援
を

し
て
い
く
べ
き
と
忠
、7
が、

考
え

を
伺
い
ま
す
。

答
弁
明
…
倒
的
印
め
る
教
育

小
学
校
で
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
取
り
組
ん
だ
の
は
昭
和
臼
年
が

最
初
で
あ
リ
、
そ
の
後
こ
の
即
解

を
深
め
る
教
行
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
元
年
に
は
中
学
校
の
生

徒
会
泊
動
の
・中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

各
小
学
校
で
も
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
自
を
向
け
て
き
て
お
り
、

町
で
は
中
学
校
の
研
究
協
力
校
と

し
て
の
活
動
に
助
成
を
し
て
き
で

い
ま
す
そ
の
成
以
と
で
も
い
い

ま
す
か
、

中川十仲ドいた
ち
の
地
設
訪

問
や
附
巾
品
川
を
持
つ
下
供
た
ち
と
の

交
流
、

小
学
生
に
よ
る

一
人
＃
ら

し
家
ぃ
胞
の
品
開
や
地
投
訪
問
、
環

7
が
与
え
を
何
い
ま
す
ι

答

弁

5
年
度
に
用
地
取
得

去
る
2
月
に
開
催
さ
れ
た
広
域

回
議
会
に
お
い
て
、
東
部
消
M
m
セ

ン
タ
ー

－
．
曲
部
出
い
州
セ
ン
タ
ー
両

施
設
を
統
合
し
、
山
本
部
消
M
m
セ
ン

タ
ー
川
辺
の
刷
川
町
地
内
で
挫
設

す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た

5

年
度
に
川
地
取
得
、

6
年
度
ま
で

に
現
段
彩
料
調
査
を
終
え
、
建
設

は
7
年
度
か
ら
日
年
ま
で
の

5
ヵ

年
・
で
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
余

熱
の
利
用
に
つ
い
て
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
街
効
利
用
の
観
点
か
ら
配
慮
し
、

混
水
プ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
周
辺

環
境
鴨
仰
の

一
瑚
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。－－－

z・・
hr
－vt；
円
令

H

H

H

H

 

合
併
鑑
，E
漕
他
槽

4
－
－
v
h
 

質

問

進

沙
率
は

町
は
介
併
処
則
印
化
情
説
的
補

助
金
制
度
を
設
け
て
い
る
が
、
そ

の
進
渉
不
と
住
民
へ
の

P
R
の
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
c

答

弁

炉
一
柑
初
普
及
に

こ
の
ギ
業
は
し
尿
と
生
活
雑
排

水
を
あ
わ
せ
て
処
即
位
す
る
ニ
と
に

よ
り
、
半
活
環
境
の
保
全
段
び
公

境
鰐
備
活
動
な
ど
自
ら
の
発
案
で

夫
地
し
．
た
い
へ
ん
存
ゴ
札
て
い

去
す
。

質 業
問 ......＿..＇
行廃 冒 ：
政JI::r ンー；.，＿；，＞＜

はりご不正‘；Hハ ・． a 一

後 ’ス－γ

2 ト
育

こ
れ
ま
で
進
路
指
導
は
業
者
テ

ス
ト
の
結
果
に
よ
る
悩
是
他
に
よ

り
、
希
望
す
る
ん
同
校
で
は
な
く
僻

実
に
入
れ
る
高
校
に
振
り
分
け
ら

れ
て

い
ま
し
た
が
、
県
の
教
育
委

員
会
で
は
文
部
省
の
通
知
に
よ
り

こ
れ
を
雌
止
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
今
後
は
い
円
同
校
受
験
競
争
を

な
く
す
る
た
め
進
学
希
望
に
合
わ

せ
て
高
校
の
収
容
力
を
増
や
す
・
｝

と
、
予
枝
川
特
韮
を
時
点
じ
な
い
よ

湾
一
出
席

路

道

童
図
司
献
血
備
構
想
と
今
後

E
R
の
見
通
し
は

魚
津

・
朝
日
間
湾
岸
道
路
は
新

川
地
域
の
生
活
関
連
道
路
と
し
て
、

農
業
道
路
と
し
て
ま
た
凶
道
8
ザ

の
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
垂
裂
で

あ
り
、
さ
ら
に
町
長
は
こ
の
辺
路

う
小
学
区
制
を
と
る
と
い
う
、
文

部
省
と
同
じ
半
場
で
山
の
教
育
行

政
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
と
思
う
が

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

中
尚
子
校
聞
の
連
絡

を
品
川
に

側
主
航
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て

い
る
進
路
指
導
に
つ
い
て
は
、
偏

差
値
そ
の
も
の
で
な
く
こ
の
数
字

を
安
易
に
利
用
し
た
借
停
に
問
題

が
あ
る
と
忠
わ
れ
ま
す
。
昨
年
文

部
省
は
偏
差
値
教
育
に
大
き
な
か

か
わ
り
を
持
勺
て

い
た
業
者
テ
ス

ト
を
廃
止
す
る
万
針
を
決
め
、
県

L
5年
広
か
ら
こ
れ
を
廃
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
υ

一
脆
止
に

よ
る
進
路
指
導
へ
の
彬
響
に
つ
い

て
は
、
近
隣
の
中
学
校
が
お
互
い

の
往
設
促
進
期
成
同
開
会
の
会
長

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
状

況

・
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
何

い
ま
す

答

弁

均

一拡
は
長
い
年
月

的
作
道
路
の
佳
芯
は
観
光
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
地
を
む
機
的
に

仙
ぷ
は
か
前
川
町
地
域
発
川
恨
の
法
件

道
路
と
し
て
社
会
的

・
紙－
M
的
効

川
木
は
は
か
リ
知
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
ら
昨
年
ロ
月
に
新
川
地
域

2
市
3
町
と
関
係
諸
団
体
に
よ
リ

控
設
促
進
の
期
成
問
照
会
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
が
事
業
実
現
に
は
長

い
年
月
が
か
か
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
－tv
い
mm
に
お
い
て
訓
也

岱
が
計
上
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
、
今
後
関
係
機
聞
と
一
体
と

な
り
建
設
推
進
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
身
え
て
い
ま
す
c

議
‘
一
‘
千

園田
忍耐
融

和一＼一間一
軍
強
十
駒
子

己

vs
・引JV一品W

－
議
会
だ
よ
り

＠

部
改
正
の
件

。
朝
日
町
立
学
校
等
設
置
条
例
一

部
改
正
の
件

O
朝
日
町
消
防
団
条
例
一
部
改
正

の
件

。
朝
日
町
長
の
給
与
の
減
額
に
関

す
る
条
例
施
止
の
件

O
朝
日
町
水
田
農
業
確
立
特
別
対

策
事
業
基
金
条
例
廃
止
の
件

平
成

4
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（第

5
号
）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
ギ
業
特

別
会
計
補
正
予
符
（
節
2
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号）

そ

の

イ也

O
指
定
金
融
機
関
の
指
定
の
件

。
町
道
路
線
の
変
更
の
件

同
意
さ
れ
た
も
の

0 
件任朝
命日
す町
る教
た育
め安
同只
意：会
をめ
よ民委
め員
るを

議

員

提

出

議

案

O
新
川
地
方
拠
点
都
市
地
域
指
定

を
求
め
る
決
議

［請
願
・
糠
賢

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

O
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い
て

O
船
溜
り
施
設
の
砲
設
に
つ
い
て

（

3
件
）

O
「保
険
で
よ
い
入
れ
歯
」
の
実
現

を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O
荒
川
四
丁
目
町
内
消
雪
装
置
の

設
置
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員
に

本

村
朝
男
氏
｛2

－
平
成
5
年
5
月
号

＠

時のれかざしにせよ その季節に川dる花をかざしにするがよい。二の世を綬るには．院を張らすに． 時械に采って栄えるのがよいと
いうたとえ．

（予定Jll439・64綾）

長持ち伐にお「らず・・・ー大：；’トを~ねる と ，；t、うても．そ主：tいかないことらあるという こと。
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私たちの町みんなで考えよう
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川
津

「昔
話
に
魅
力
あ
る
町
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
」
と
い
う

の
が
今
日
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
住

ん
で
て
良
か
っ
た
町
、
魅
力
あ
る

町
、
そ
こ
に
い
る
こ
と
に
牛
き
が

い
の
あ
る
町
と
い
う
の
は
、
ど
ん

な
イ
メ
ー
ジ
の
町
で
し
ょ
、
っ
か
。

岡
田

な
ぜ
若
者
に
魅
力
が
な
け

れ
ば
町
は
い
け
な

い
ん
で
し
ょ
う

か
。
若
者
に
ど
う
こ
う
で
は
な
く
、

こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
が
住
み
良

い

町
づ
く
り
を
自
信
さ
な
い
と
い
け

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

岡田隆史さん
（フランス料理店経営）

ど
う
い
う
お
’
を
大
切
に
す

川
津
る
町
が
い
い
の
か
、

述
う
部
・
分
を
い
父
挽
し
あ
う
こ
と
で

そ
こ
に
知
恵
が
生
ま
れ
る
と
思
う

の
で
す
が
。

一
人
ひ
と
り

岡
田

魅
力
的
な
リ
ー
ダ
ー

ふ、

し
て
前
山
で
き
る
人
々
が
い
れ
ば

す
ば
ら
し
い
町
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
ο

と
川
叫
に
印
年
後
、

。
年
後
に
ど
う
い
、
7
町
で
あ
る
べ

き
か
、
将
ト
米
の
川
川
航
観
、
比
ん
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（） 

a・I!
:J 
同
州
四
口

を

十

「

若

者

に

魅

力

あ

る

ま

ち

づ

く

り

を

進

め

る

た

め

に

」

払

い
に

3
月
U
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
・
ア
ゼ
リ
ア
で

「夢
産
地
い

い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
、
約

2
7
0人
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
熱

竹

村

心
に
明
日
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

ふ

伶

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
俳
優
の
川
津
祐
介
さ
ん
の
基
調
講
演
に
続

時

一
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
ご

内

↑
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
↑

川
津

ま
ず
、山
H
U
M介
を
か
ね

て
山
・分いか

一
番
大
切
に
忠

ゥ
て
い

る
こ
と
を
お
伺
い
し
ま
す
ら

川津祐介さん

岡
田

私
は
昭
和
的
年
に
「
革
刈

り
十
字
軍
」
を
通
し
て
富
山
県
と

出
会
い

、
悩
光
町
に
定
保
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
今
は
判
も
な
い

町
で
も
い
い
じ
め
、
な
い
か
。
そ
こ

中河伸俊さん
（富山大学教養部助教授）

中
河

町
と
い
う
単
位
が
絶
対
大

切
か
と
い
う
考
え
も
あ
る
ん
で
す
。

た
だ

町
レ
ベ
ル
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
福
祉
な
ど
は
大
切
で

そ
れ
か
ら
男
の
人
と
女
の

人
の
関
係
で
す
ね
。
男
は
こ
う
、

女
は
こ
う
と
い
っ
た
今
ま
で
の
常

識
も
少
し
は
蹴
わ
な
い
と
同

っ
た

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

斉
藤

地
ト々

の
問
題
と
以
人
什
わ
せ

に
東
京
へ
の
集
中
い
か
あ
リ
ま
す
争

地
万
で
純
情
活
動
を
起
噌」
し
て
も

4
訓
以
上
は
東
京
へ
還
流
す
る
。

地

H
で
の
投
資
が
東
京
を
パ
ワ

l

』ー
、dFAV

j

F
 

て（111.
L、税
くを
必ど
要う
が ！，l
ある
るか
とに
思千や

どをは
王）Jll I) 
九え｛耐

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
。

人
間
は

一
人
て
は
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
行
政
を
オ
ー
プ
ン

に
悦

勺
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

い
ろ
ん
な
施
設
な
ど
を
作
る
の
は

持
さ
ん
の
鋭
令
で
す

町
長

要
叫
れ
を
受

け
て
作
勺
た
も
の
は
ぜ
ひ
俺
勺
て

H
掌
、
二
ご
量
二
、
亡
、
ず

A
O

L
ナ
J

ナ
J

主
〈

T
’a
v

マ
i寸
v
・1

ど
う
価
値
観
を
変
え
、
何

を
テ
ー
マ

に
安
心
し
f

－－
XAaし
が
あ
れ
ば
、
そ
札

が
将
米
の
引
払
た
ち
に
と
っ

て

一
番

必
梨
弘
、
」
と
で
は
な
い
か
と
忠
勺

て
い
ま
す
。

中
河

紅
は
京
都
か
ら
凶
年
位
前

に～
u
岡
山
大
学
に
米
ま
し
た
。
今
、

ん
い
川
山
の
あ
る
山
崎
で
ヮ
み
ん
な
が
人

り
や
寸
い
森
に
M

と
、山
知仙十巾
H

’業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

米
た

し
て
き
れ
い
で
み
ん
な
が
入
リ
や

す
い
訟
で
い

い
ん
だ
ろ
う
か
、
と

い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

斉
藤

私
は
土
地
や
地
域
開
発
の

研
究
所
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、

ム
ー
は
家
庭
を
大
事
に
、
人
の
児
ん

や
身
、
え
ん
、
あ
る
い
は
仙
航
を
ど

を
ベ
ー
ス
に
布
え
て
い
け
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。

中
河

出
向
＋
品
、

他
人
で
も
そ
ば
に
何
か

い
る
人
を
よ
切
に
で
き
た
。

あ
っ
た
と
き
に
協
力
し
あ
え
る
体

制
を
つ
く
る
の
が
怖
舶
観
の
転
検

だ
と
思
い
ま
す
。
内
分
だ
け
で
な

く
、
お
互

い
役
に
立
つ
こ
と
が
う

れ
し
い
と
い
う
こ
と
が
雌
立
さ
れ

る
と
、
大
き
な
変
化
に
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

一
つ
の
も
の
を
大
切
に
守

っ
て
き
た
か
ら
繁
っ
て
い
く
。
繁

る
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
栄
え
る
。

そ
こ
に
繁
栄
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
河

f
供
の

こ
と
を
少
し
。
子

供
が
少
な
く
な

っ
て
時
境
が
変
わ

っ
て
き
て
い
ま
す
。
か
ま
い
す
ぎ

離
れ
て
も
、

岡
田

な
い

ζ

と
。

了
供
が

選
択
す
れ
ば
戻
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

家
庭
や
町
を
大
切
に
す
る

こ
と
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
こ
と
。
そ

斉
藤

斉藤孝博さん
れ繍往信泰礎研究所東京
研究本部研究主幹）

う
見
つ
け
て
い
く
か
に
視
点
を
当

て
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

町
長

私
は
二
包
ぜ
こ
の
明
け
町

に
中
を
受
け
た
か
々
と
い
う
こ
と

を
考
え
た
と
き
、
う
ち
の
川
の

f

供
た
ち
に
は
、

町
の
歴
史
や
生
い

ぷ
ち
な
ど
を
教
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
勺
て
い
ま
す
c

ゅ
住
ん
で
い

て
良
か
ヴ
た
町
に
し
た
い
の
と
い

う
の
が
私
の
傾
い
で
す
が
、
そ
の

う
え
で

一
番
何
が
ト人
い
や
か
と
い
え

ば
、
そ
れ
は
人
だ
と
思
い
ま
す
。

の
広
昧
で
例
性
を
大
中
に
す
る
地

誌
が
町
長
め
腕
に
か
か
っ
て
い
る

と
患
い
ま
す
。

や
は
り
自
分
の
住
む
町
が

白
分
に
と
っ
て
住
ん
で
い
て
よ
か

勺
た
と
思
え
る
の
が
一
番
号
せ
な

町
長

きず｜：まの
よのしご
うあたぶ
とる 。は

しRIT今を
てに、闘
し、 、もか

るすのせ
)- ＿，す’f
』 』，すに

思いごい
勺 i'；.くた
まが可 fご
九起能き

換しても語末の陸に憩わず ・い く ら弱くても惑い~＇の Fでは｛本まい、どんなに幽窮 し ても不正な行いをしないというニと 3

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
ひ
町
民
総
参

加
の
町
づ
く
り
、
こ
れ
が

一
番
大

事
な
こ
と
だ
と
忠
い
ま
す
。

魚津龍 一町長

先
ほ
ど
、
高
校
生
の
立
識

淵
作
を
読
み
ま
し
た
が

H
章

問
の
あ

リ
方
を
一
生
懸
命
考
え
て
い
る
お

f
さ
ん
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
ご
主
人
を
大
切
に
す

る
町
長
さ
ん
の
安
勢
は
、
川
め
朕

史
を
大
半
に
す
る
、
町
に
住
む
す

ジまこベ
ウすとて
ム 。にの

と今つ人
い卜！なを
うはが よ
こ 、つ ・j・;

と夢てに
で住いす
た I也くる
くシとと
さン思し、
んポいう

皆
さ
ん
、
人
1
け
は
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
さ
い
占
中
耕
し
た
。

－
平
成

5
年

5
月
号

＠



つ
は
ち
ゃ
は
ん
で
仰
と
か
H

ど
ゥ
ぽ
な
砂

っ
て
い
う
↓
一
門
雑
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ
は

＝＝＝
－一一一－
－一－－－
一－一一－
『一－－一－－一一
一－一一一
－一一－－－一－
一一一－一－一一一一一一
一－－－－
－一一一一－
－－一－
－－一－一
－一一一－
－－一－一－－－一一
－－一－一－－一－－由一一一一
－－－一－－一一一－
－－一－－
－－－一一

,,j .... ＞づ

マト〆Y'

郷
土
の
ぬ
く
も
り
伝
え
た
い

金

森

喜

一
さ
ん

｛清
水
町

・
円
歳
）

こ
の
辺
り
で
し
か
使
わ
れ
な
い
、

万
五
な
ん
で
す
よ
」。

多
く
の
資
料
や
文
献
を
下
に
実
似
を
見

せ
る
金
成
さ
ん
は

「明
円
町
方
有
地
名
談

話
会
」
の
白
林
、
世
話
役
。
「
午
布
で
も

な
け
れ
ば
専
門
家
で
も
な
い

Q
m肘
の
雑

学
で
す
よ
」
と
謙
そ
ん
す
る
も
の
の
、
卜

年
以

t
に
わ
た
り
、
言
葉
の
ふ
る
さ
と
と

も
言
わ
れ
る
方
言
、
そ
し
て
様
々
な
巾
来

を
持
つ
地
名
の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
教
員
時
代
か
ら
方
言
な
ど
に
は
興
味

が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
調
べ
始
め

た
の
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
松
田
順
吉
先
生

の

叫朝
日
町
方
言
五
千
語
』
の
採
鉱
の
お

手
伝
い
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
」
と

話
す
金
蕊
さ
ん
。
現
ト
仏
は
誠
品
会
の
世
話

役
と
し
て
片
に
．
度
の
会
報
を
発
行
す
る

一
方
、昭
和
六
十
二
年
か
ら
は
毎
年

．回、

、打
首

・
地
名

・
郷
土
を
語
る
会
」
と
泌
す

る
発
表
会
を
開
催
町
内
に
住
む
す
ぐ
れ

た
研
究
家
や
、
そ
の
地
域
の
語
り
部
と
も

い
え
る
方
々
を
講
師
に
招
き
、
ふ
る
さ
と

の
ぬ
く
も
り
を
今
に
伝
え
る
情
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

「山
円
の
こ
と
を
知
る
者
が
い
な
く
な
る
と

思
う
と
寂
し
く
て
ね
。
さ
さ
や
か
な
が
ら

も
、
地
肢
を
愛
し
研
究
し
て
い
こ
う
と
い

う
方
々
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

い

る
ん
で
す
よ
」
と
語
る
金
森
さ
ん
。

こ

の
六
月
に
は
、
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
る

「語
る
会
」
を
開
催
チ
定
。
「
一
人
で
も
多

く
の
持
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
現
在
、
そ
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

図
図
図
包
囲

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

大
井

福
島
県
の
点
制
町
で
す
匂

川
武
隈
山
地
の

一
角
に
あ
る
町
で

人
円
は
約

一
万
人
。
稲
作
や
リ
ン

ゴ
栽
－M
の
ほ
か
、
養
ぷ
が
犠
ん
で
、

い
た
る
所
に
桑
怖
が

一
面
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
出
村
光
太
郎
の

『知H
忠

め

た

た

－

H

O
Z

チ
抄
』
て
省
名
な
安
達
太
良
山
を

は
じ
め
、
多
く
の
也
泉
地
や
括
商

代
湖
な
ど
、
周
辺
の
二
本
松

市
を
含
む
こ
の
辺
り

一
帯
は

一
大
観
光
地
域
。
た
く
さ
ん

の
人
々
が
年
間
を
通
し
て
訪

れ
て
い
ま
す
。

｜
｜
朝
日
町
で
の
生
活
は
い

か
が
で
す
か
？

大
井

朝
日
町
で
生
前
し
て

九
十
八
年
。
ふ
る
さ
と
で
の

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

と
う
わ
ま
ち

福
島
県
東
和
町

殿

町
大

井

喜

美

子

さ

ん

生
前
と
同
じ
位
、
こ
の
川
で
存
ら

し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
海

は
あ
る
し
、
家
は
広
い
し
、
お
米

は
お
い
し
い
し
で
、
何
も
か
も
こ

の
町
か
好
き
。
イ
ヤ
な
と
こ
ろ
は

な
い
で
す
ね
。
今
は
も
う
す

っ
か

り
、
こ
ち
ら
の
人
間
で
す
よ
e

た

だ
、
ち
ょ
っ
と
一言
葉
の
ア
ク
セ
ン

ト
が
違
う
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ

リ
ま
す
け
れ
ど
ね
倒
。

ー

i
町
に
望
む
こ
と
は
？

大
弁

現
点
、

小
学
校
、
小
学
校
、

向
等
学
校
へ
油
、
7
一三
人
の
子
供
を

持
勺
て
い
ま
す
が
、
ど
の
家
で
も

枇
近
は
子
供
が
少
な
い
で
す
ね
誠

一
人
で
も
多
く
の
子
供
を
、
安
心

し
て
有
て
て
い
け
る
よ
う
な
施
拡

を
進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

却り露 き t~At··· ·世の中でうかがい知る こ とができないものは他人の心てある ， まに人の心Ii 変わりやすく，級みにならないということ 。
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さ竹 マ
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q 萎の
忌の小 且

2畏林 藷 夜
間女峰 四 空
白雄ち ω
日怯や

き享ん

一
…械
の

：⑨⑧⑧⑤⑤ ： 
： 婦人地域活動推進員 ： 
i ITT十F可 4る ｜ き －~
i ＇~1 1 台 Ab雌AB 一＂iii
‘ J！~l j欄 湿潤 （" ¥ t~穆明F伺量 ；
品？町咽留置~..四 －－~：.Jj :fa函長込樹腰園 ！

臨 ：川：d~Ktld遜調；

：地域の発展につながる活動を ：
； 財人地域活動推進ii。な ；あに？知り たい方は． どう ； 

： じみのないずIfiiiて’すが，私；ぞ各校下の推進民にお尋ね ：

： たちは·；；·；山県から委I~~ を受 ； ください。
jけ，地域の発展につながる ； また，月l回．有機苑で j
；川動を過して女性の社会参 ；のシーツ交換やいろいろな ：

)Jll寺を推jffiしてい〈役；刊を ：在人福祉ボランティアにも

iW勺ています。 ：参加しているほか．昨年は ；

‘ 開日町の帰人地域活動推 jU少年育成県民運動維進指 ：
! j並Hは，作校下から 21'1ず ：碍員の併さんとのイトlaJ事業 ！
つi韮ばれておI），女性の地 ：として「内然ふれあいコン ； 

l f •i:il•J I・. iこついての伴党や普 ：サート」も実施しま した。 ： 

！北地域社会におけるポラ ； 今年は女性プランのー附

l ンティアili動の推進．次性 ：の普及と，地城市助の一つ ；
l l削係行政批准への協1J.女 ；としてゴミ減量化に向けた ：
! ・1tに関わる相談などを行っ ：ゴミの出し方などの啓発注 ！

ています」 ； 到Jのお手f.L~いをする こ と も
： 彩、たちの代点的なjjfj動と j考えています。町民の皆さ ： 
： しては.~~~かな男女協同社 ： んにも ご協力をお願いする

；会をつくるための可好とや ；と忠いますが、その際には ；

； ま女性プラン快の持及があ ：どうぞよろしくお願いいた ： 

ります。I;:件．フランつてな ；します。 ！ 

でき のと少 現ンいろが今 すりがだ開場 全＋
． ：εばあ ｜出う ！すに結セ思 し三 イ｜：ウでん 、は組 。 、かい係で 社 1子
平 ： 0 、げ·~ブてさ広 j 。 な婚｜いわ人、 イすなもま i味 忙らぶのは会 会
成 ； 4~ た字をい点報； つはルまが姉忠｜ね とうだは し仕宇仕師人 T
h : 報いと募た」係 j たまスすま妹案ク 。こ少 仕 ド ぃ ・ドバ 事金に ノ＼
是 ： へ保」 Z集だので i 人だポがま の 中 。い ろし 恒ラ H のはを係な ：.....：
5； ご（人川しけ各は； がま イ 、な長でどよ へ必 ij1 イ 々内上 .jll. に つ ~
一宮 がとてるコ「； 理だン明 l古j女す うい 旅ち心ブ を作も当 所て 斗

月 ： 報役お「い人 ｜ふ！ 恕先 トるも 。 。過よ行消のや i丞がのし属丸 土
星 ；を場ら出まやナ れ； ののでいあ自 ごゴし い 生制1ti つ 少広て し 一 生
。 ； 。内れし烹グ｜愛； タ話すのる分 そ｜てた活み てし η 旨 年 ー

線れて ルにと； イ 。。 がか で 7 ル みらで 物 い安こ豆為
プ好 私なは かデたいす 。 まわの九替職

美味も常に食えIt旨からず……必いしい食べ物も．常；に食べているとその旨さを感じなくなるaよいj売過に慣れてしまうと，そのありがたみを
忘ttてしまうニと綱

1 , 1 ， ~伝記＠
さ宮青
写ん崎色

逼夫の？？
門委青＋マーた
孟の 島 T伺 く
さ長和 J年み
月 男彦｛帯み

百萎よ
生 百
）子

物
君主務

づみさん（印象・栄町）、、折谷
一新JII水橋信用金庫泊支店一
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日叫
ふ
必
門

川
九
向
付

企栗田健司（10)

さ？
っ‘

爾

雲）
（3
歳
児
）

おばあちゃんたちと畑づく り（桜町保管所）
喧ヂ官四割画d a副理組阻4 ¥ 

。弘

舶を陸に推す ｜法上で胸を走らせる。無理をPl'L治そうとすること。また.:ii労しても効栄のないよと e

（
ス
ベ
リ
ム
ロ
の
よ
で
雨
雲
の
様
子

を
見
て
）

A
〈ん

「
せ
ん
せ
｜

い
、
あ
の
霊
き

企怪人 7面相(12)

も
ち
わ
る
い

j
」

8
〈
ん
「
堂
々
ど
ん
、
ぎ
ょ
う
ぎ
悉
く

な
っ
た
の
か
な
」

（
お
も
し
ろ
い
こ
と
言
う
な
と
忠

っ
て
い
る
と
、
風
が
吹
き
流
れ
が

変
わ
り
・
・
・
）

C
Z
ん「
あ
｜
、
熱
い
が
と
冷
た
い

が
と
混
ぜ
と
る
み
た
い
や
わ
」

（
太
り
さ
み
）
（5
歳
児
〉

（
ち
ょ
っ
と
久
り
ぎ
み
の

T
く
ん
。

給
食
の
時
間
に
お
肉
の
お
か
わ
り

を
し
ま
し
た
）

A
Z
ん
「
7
く
ん
、
ぞ
れ
食
べ
る
と

久
る
ん
じ
ゃ
な
い
ワ
・
」

T
く
ん
「
ぼ
く
の
邑
者
の
先
生
、
点

っ
て
も
い
い
か
ら
何
で
も
食

べ
よ
っ
て
言
っ
た
も
ん
」

（
主
治
邑
か
ら
も
久

っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
た

T
く
ん
は
、
先
日
、

風
和
を
ひ
い
て
保
育
所
を
保
ん
で

い
ま
し
た
〉

了
く
ん
「
ぼ
く
久
っ
た
ら
互
に
浜
茶

屋
あ

っ
た
と
こ
走
る
も
ん
」

（
ぞ
う
言
っ
て
お
肉
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
た
丁
く
ん
で
し
た
。
ち

な
み
に

T
く
ん
の
身
長
は

1
1
3
・

8
旬、

体
重

M
詰
で
す
）

｛
し
の
字
）
（3
歳
児

『

し

丁
〈ん

「
た
か
し
の
し
日

み
た
い
。
（
ロ
に
手
を
当
て

な

が

ら

）

お

昼

寝

の

『
し

｜
』

ゃ
ね
」

〈
静
か
に
す
る
こ
と
わ
か
っ
た
み

た
い
）

庁
山
内
抑
惚
々
ノ
イ
t
ザ
八

⑫

（問

題

）

①
3
月
定
例
議
会
の
代
表

・
一
般
質

問
の
数
は
？

＠
7
件
⑮
口
一
件

。
お
一件

②
「
多
産
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
聞

か
れ
た
の
は

3
川
何
日
？

＠
お

H

⑮
U
H

O
お
り

③
今
年
、
小
学
校
に
入
学
し
た
ず
供

は
町
全
体
で
何
人
？

＠
山
人

⑮

加

入

。
知
人

〔応
募
方
法
〕

会
は
が
き
に
作
、
え
の・
4
り
、
作
所
、

氏
名
、
年
机
仰
を
刊
さ
5
川
川
口

τ1

U
消
印
有
効
）

ま
で
役
場
総
務
課
秘

月
広
報
係

（〒
mm
l
M
例
U
附
道
下

1
1
3
3
）
へ

詰
勺
て
〈
だ
さ
い
”

抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

会
前
例
の
当
選
円
は
、
ブ
ジ
ラ
さ
ん
、

悦
人
7
耐
柑
さ
ん
、
古
川
山
菓
子
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
月
は

投
稿
者
多
数
の
た
め
イ
ラ
ス
ト
掲
載

は
抽
選
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
0

9
名
の
方
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

長話；与ち美に食わず・ 弁当を持ってIii7人！ム主人が食うがjにその弁当を食うことをしないeとかく持っている人はそJ.lを佼i叫いものだと
L、うしゃit.

／ー・人 よーA3-A 

企楓.(IV

町長めひとりごと

4月。真新しいfljl¥Jj日iこ身を

包んで学校へ向かう小学生や

中学生，そして高校生の姿が

見られるl時期になりました。

入学 ・進学を心からお祝いす

るとともに，徳 ・｛本・知の調

和のとれた心豊かな人間に，

また，社会の変化に主体的に

対応できる人｜闘に成長される

こと を期待しております。

今日から春の全国交通安全

運動が始まりました。交通事

故が増加傾向にある中，町と

しても事故撲滅に向けた取り

組みをしていますが，家庭や

学校，地域ぐるみの問題とし

て，皆さん一人ひとりのご協

力をお願いいたします。

ところで，3月27日に開い

。た 「夢j産地シンポジウ］.....Jで

申し上げましたが．訟は常々

「住んでよかったといえる町

づくり」を目指し，努力を重

ねています。

今年度は，老人保健福祉計

画を作成するほか，ふるさと

美術館等の活用を図るなど「健

康 ・生きがいと文化のまちづ

くI）」を進めるとともに 「快

適で住みよいまちづくり j,

「活気と魅力に満ちたまちづ

くり」をより積駆的に推進し

てし、くため， 4月に入リ，各

課等に指示を与えています。

今日は晴天。執務室から北

アルプス朝日岳を仰ぎながら，

r豊かで活力あふれる、あさ

ひ砂の実現』に向け，意を新

たにしています。（ 4月61:1記）

－
平
成

5
年

5
月
号

⑪
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体験してみませんか．ノ 文化体育センターの概要

間口20.0m

〈主要室床面積〉

1階アリーナ0.881 rrl) 
38.0m×49.5m 
舞台

奥行1l.5m 
2階観客席
固定席 780席

「 ー ホームステイ受け入れ家庭など I 

~；，涜希望者の登録募集をしています一一」

ゐ
フ
年
度
、
建
設
巳
着
手
す
る
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
の
名
付
け
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

だ
れ
に
で
も
親
し
ま
れ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

愛
柿
の
応
募
を
待
っ
て
い
ま
す
。

...文化体育センター
完成予想模型

〈理物の機能〉

＋アリーナとしての利用

ピーチボールコート…...・ H ・10面
バレーボールコート…e・e・...2面
バスケットボールコート…・2面
バドミントンコートe・e・－…ー10面

・文化ホールとしての利用

演劇，音楽等の文化活動

I 階移動席（I.0即席）

2階固定席 (780席）

応
募
方
法

日
製
は
が
き
ま
た
は

所
定
の
川
紙

（
役
場
金
川
情
報
課

備
え
付
け
）
に
愛
称
i
点
と
作
所
、

氏
名
、
年
齢
、
峨
業
、
返
討
得
サ

を
・記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

締
切
り

．平成

5
午

7
川
剖
日
川

（当
H
消
印
布
効
）

応
募
先

干
蜘
l

m
山
富
山
県
下
新

川
郡
朝
日
町
道
下
1
1
3
3
4命
地

例
日
町
役
場
企
酬
情
報
課
ま
で
。

表
彰

O
優
秀
賞

l
名
（抗
状・

副
賞
5
万
円）

O
応
募
者
全
員

の
中
か
ら
抽
選
で
相
品
を
進
呈
し

ま
す
ψ

な
お
、
詳
し
く
は
役
場
企
画
伯

報
諜
（

2
0
7
6
5
H
幻
1
1
1

0
0
内
線
2
3
3
）
へ
問
い
作
わ

せ
を

－
お
し
ら
せ
と
ス
ポ
ー
ツ

＠

開
閉
コ
」
肘
町
出
円
＋
刀
司
副
露
骨
忌
デ
泊
目
的
－

wp利
間
宮
探

重写

ELF何
回
：
’
目
ur
に
じ
ヨ
宅
－
z
－－
－tu
ヲ
J

一－－－－ロ
ψ
市

i
l平
成

4
年
度
消
防
定
例
表
彰
も
｜
｜

3
H幻
目
、
制
H
町

消

防

同

の

成

行

（
5
分
間
聞
いね
）
、
川
原
忠

森
恭
子
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
、
巡
川
正

（
6
分
印
班
長
）、
笹
川
謙

一、

広
報
や
分
列
行
進
、
表
彰
伝
達
な
水
野
利
博
（消
防
本
部
消
防
士
長
）

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

O
勤
続
鋭
帝
長
崎
直

（
l
分
凶

お
杉
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
班
長
）
、
久
保
田
良

一
、
道
品
勲

方

々

で

す

。

（

1
分
団
団
員
）

、

津
田
勝
男
、

消
防
庁
長
官
表
彰
O
永
年
勤
続
功

森
木
昇
（

2
分
団
団
員
）
、
柚
木

労
章
水
品
嘉
弘
（
6
分
団
分
団
八
七
男
（

3
分
団
団
員
）

、
新
田

長

）

英

雄

（

4

分

印

団

長

）

、

梅
探
秀

富
山
県
知
事
表
彰
O
無
火
災
表
彰
明
、
住
野
英
雄
、
高
崎
明、

長
井

朝
日
町
消
防
団
、
第
l
分
団
、
第
正
昭
、

本
村
信
行
、
松
深
行
雄
（
5

2
分
間

O
功
績
市
占
江
守
配
…
分
間
団
只
）

、
河
内
民

（
6
分
同

（
凶
本
部
副
川
長
）

O
粕

勤

草

間

只

）

O
催
良
機
闘
い
H
・市

（H
H

小
山
戊
攻

（
3
分
間
削
分
団
長
）

色
）

小
尚
治
安
（
3
分
凶

m・LK
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

O
功
紙

O
保
全
一
枝
備
優
秀
車
内

4
分
凶

章

宵

成

正

（
5
分
団
分
間
長
〉

1
サ
車
O
家
族
の
感

謝

状

小

O
料
相
市

水
野
以
之
軸

（
l
分

坂

都

子

（
3
分
川
小
坂
字
義
分
間

川
分
川
以
）

O
勤
い
杭
ぷ
村
日
以
の
家
峡
）
、

村
U
和
子

（
5
分

消
削

（
5
分
川
副
分
団
長
）

団
村
打
消
朗
副
分
同
長
の
家
族
）

富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

O

功

。

永

年

勤
続
退
職
者
感
謝
状
村

組
背
花
牽
河
村
古
継
（

3
分

団

口

院

造

（

元
団
本
部
副
団
長
）、

山川
一長
）

O

功

結

黄
花
車

ゆ

’

藤

谷

口

誠

一

（－花
l
分
間
収
長
）
、

一期

（
2
分
間
分
間
長
）

O
勤

続

西

村

英

則

（元

3
分
間
部
長
）
、

総

花

章

九

星
幹
夫
（

I
分
団

班

山

手

靖

夫
（
元

3
分
間
班
長
）

長
）、
水
野
敏
夫
（

l
分
団
団
員
）
、

由
井
久
也

（
2
分
団
部
長
）
、
小

川
必

（
2
分
川
雌
長
）
、
中
山
徹

（
3
分
団
部
長
）
、
越
津
久
行
（
4

分
団
分
凶
長
）
、
高
木
英
三
（

5

分
凶
班
長
）
、
松
倉
究
夫
、
九
山

町
で
は
、
海
外
派
遣
交
流
事
業

「
新
世
紀
の
興
」
や
制
川
中
苧
校

へ
の
外
国
人
締
師
M
m
致
＃
業
な
ど
、

白
際
交
流
事
業
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
が
、
広
〈
町
民
の

皆
さ
ん
に
同
際
交
流
を
体
験
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
中
心
に
外
側
の
－M
々
と
の
交
流

を
希
望
す
る
人
の
登
録
必
集
を
し

て
い
ま
す
。

間
際
交
流
と
い
え
ば
、
と
か
く

む
ず
か
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
朝
日
町
に
い
な
が
ら
外
凶

の
方
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
で

き
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

登
録
を
希
望
さ
れ
る
卜
刀
は
、
役

場
総
務
課
庶
務
係
（
宮
部
1
1
1

0
0
内
総
2
0
6
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日

ポ

｜
ツ
の
結
晶

第
問
匝
極
楽
坂
大
回
転
大
会

（九

憧
楽
坂
ス
キ

l
場）

V
壮
年
男
子
の
部

3
位

笹

川

保

夫

（荒
川
）

第
臼
田
町
民
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

（%
総
A
H
体
育
館
）

マ
男
子
の
郎

l
位

五

苅

店

2
佐

伯

l
k

・表
彰
状

富
山

系
朝

司

町

凶
ん
す
命
治
？
本
』
司
－
h
司
令
E
d
，
L

h
rゑ
鵠
向
よ
く
町
村
合
治
句

徒
会
V
A官及
E
炎
」
可
品
川
且
決

公

私
拘
吋
、
，
俊
介

Y
Z、
こ
れ
を

ま
影
L
止
す

し

キ
AeA与
す
n羊
丸
羽

丸

含町材会
主
窃
幻

一J
T
e
d
d
手
1
4恥

消
防
団
幹
部
異
動

昇
格

（
4
月
l
臼
付
け
）

第
6
分
凶
分
間
長
水
品
川
派
古

退
団

〈
3
月
剖
円
付
け
）

判別

6
分
凶
分
間
H
R

水
ハ
同
点
弘

T 
2 1 女
｛立｛ιィ－
σ3 
出｜；五がl

箇 2
H：区

成

ドト

結

桜

会

が

内

ほ

町

町
の
野

抑

制
明

3IJ13n.初！日中学校

の1Hll!IJに 「明Ti"町内会J

が新しく誕’七しま した。

ifl:・m：数は21.十'.I）代町内

会Lとにはr.？£川勝さんが選
tti Lました。

かんけつは こう

間欠蹟行
l}f]き’｜れれない雌しい言葉で

すが，}_i：に起こる抗状の一つ

です。 ~J,＜いていると足のしび

れや出みが起こってきて歩け

なくなりますが，少し1A＼息す

ると flj.びψくことができるよ

うになる状態をいいます。つ

まり ，Hl1欠的に起にしびれや
絹みが起こり歩けなくなると

いうことです。その原因には

大きく分けて，血管：性と神経

性の一二つがあります。lf!L管性

の場介は，足のUIL管がつまり

Jfllの巡 1）が，＇/1}；くなるため．筋

肉が締めつけられるような捕

みで＇Jlが冷たく感じられる

のが特徴です。神続性の場合

は主に， ニ骨髄からよiに行く神

経が目撃の部分でF号事を受ける

ために起こります。向転申：に

乗っていた ＇）＇手し村：車を押し

て歩いていると平気ですが，

普辿に歩くと足のしびれや痛

みが出現すると訴える人もい

ます。

両者とも60歳以上の高齢者

に起こりやすく， 日常生活で

凶っていても，年のせいだと

あきらめ， Jえ慨している士Jι合
も多いようです。また，この

ことが忠わぬ事故やケカ。の原

因にもなりかねない場合もあ

ります。Ill！欠般行でお闘 1）の

方は，どうぞ診療を受けにお

いでく ださい。

山2を
下主立
真上答
ーに吾
郎？警
医瓦
811） 科

医療の現窃から

朝
日
町
が
全
国
町
村
会
か
ら

優
良
町
村
表
彰

受
賞

1
月刊一
H
目
、
点
京
の
全
同
町
村

全
館
で
開
催
さ
れ
た
全
同
町
付
金

定
期
総
会
で
、
朝
日
町
が
全
閉
め

口
町
村
と
と
も
に
悦
良
町
村
と
し

て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
じ

こ
れ
は
、
白
然
と
文
化
を
生
か

し
、
幻
世
紀
へ
向
け
た
町
づ
く
り

の
推
進
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

－
平
成

5
年
5
月
号

＠
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。 朝日町社会福祉協議会は，

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

－場所

朝日町福祉センター内

fi83-0576 

，
札
齢
h
v

句

mF明
訓

仙
の
か
よ
う
明
る
い
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
平

成
5
年
位
予
算
と
い事
業
計
一
闘
が
決

一
定
し
ま
し
た
。
主
な
活
動
内
谷
は

一
次
の
と
お
り
で
す
。

単位・千円

マ1/0
"' 

平成5年度朝日町社会福祉協議会予算
総額 18,054,000円

I ,057 

12 ,956 

1,390 

事事礎資

地主主権主ti桂進霊堂
ボランティアセンター費

ボランティアコーディヰー7-i~iiJ聖
心配ごと相談所賢

在宅徳社j量進~
更生媛i量事築j!'i・
福祉活動専門員貨

出支

諸支出会

事務貸

積立金

。1/0
や’

5,230 

2 ,500 

I ,332 

1,606 

2 ,488 

407 
I .000 

入

3,491 

収

共同募金!le券会

財産収入

~ 

術、助金

委託金

繰入金

会

申
込
み
・
問
合
せ

人
普
山
明
日
察
署

受
験
資
格

昭
和
叫
年
4
月
2
H

か
ら
附
相
灯
年
4
川
l
u
ま
で
に

生
ま
れ
た
切
ず
で
、
大
口
f
を
h
M
卜
業

し
た
人
ま
た
は
一
平
成
6
年
3
月
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

第

1
次
試
験

7
月
日
刊
川

受
付
け
期
間

5
片
れ
日
制
か
ら

（
宮
η
MH
O
l
l
o）

ま
た
は
派

国

税

専

門

官

H 第 生か 受
(II) 1まら 験
次 れ lit{資
試 たね｜格
験 人 47

。 年 ~｛｛

4 千II
) J 41 
1年
lJ 4 
ま jJ 
で 2
lこ H

6
同
月
刊
日

ω－
m

くらしの情報室

ホット求人情報
愛想
求人験海 年齢 賃金 性~I]

就業場所 採用 資免格経験
祷号

同 休 日 人数 Iキ等

金属製品加工
18才～ 120,000～ 

男
朝日町下野

2 
不問

50才 300,000 日土祝他 4寺になし

2 i容 接 ヱ20才～ 200,000- 男
朝日町東草野

5 
不問

55才 250,000 日．第4土犠 普通免許

3 医家向量日け医書t!cl'li18才ー 180,000- 男
朝日町；a 高校卒業以上

の 販売 30才 200,000 日祝，第I,3土俗 普通免許

4 製 造 エ
18才～ 155, 090～ 

9号
朝日田T大家！±

3 不不問問40才 199,090 日干足． 年間1058

5 食品の包装加工 20才～ 130,000～ 男
朝日町宮崎

2 
不問

65才 160,000 日キ兄 不問

6 給 :Eb ｛系 18才一 130,000- 女
朝日町三枚橋 高校卒業

40才 200,000 会社指定日 不問

7 ボデ ー 組立． 18才ー 110,000- 女
朝日町桜田7

2 
不問

内装補助 40才 160,000 日祝．第2,4土地 不問

8 縫 製 エ
18才ー 120,000～ 

"5t: 
朝日町三枚橋

2 50才 125,000 日祝他，月 l土曜 4寺になし

9 選別結束 エ 18才～ 141,600～ 女
朝日町東草野

5 
不閑

55才 144,00（〕 日祝他，第3土曜 なし

10 販 売 員
18才～
600～700 女

草月田町平柳 不問
50才 会社指定日 不問

平成5年5月介

2, 100 

551 

諸収入主立金
繰越金

＼＇：＇求人情報一覧表，i,ニヰIJ問下さい＇（碕工銭光線カウン？ーに展示｝
にくわしいよと1：.魚浅公共鞍察安定訴事事自分笠 宮82-0198へがMl、合わせ〈たさい 予備資

／

1
1
R弘

①
福
祉
課
題
の
把
握
、
地
域
福
祉

活
動
計
画
の
策
定
、
提
言
、
改
善

運
動
の
実
施

・
地
域
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
把
保

②
住
民
、

当
事
者
、
社
会
福
祉
事

業
関
係
者
等
の
組
織
化
・
支
援

・
福
祉
州
休
会
議
の
開
催
、
述
給

謝
料
ル
及
び
的
動
の
支
岐

・
助
成

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興

－
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
出
給
調

松
山町－
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
と
育
成

．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育

成
と
活
動
の
促
進

－
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
推
進

校
の
育
成

－
ひ
と
り
ぐ
ら
し
在
人
ふ
れ
あ
い

ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
会
の
実
地

－
ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
等
の
配
食

サ
ー
ビ
ス

受
付
け
期
間

5

ハ
6
H
ω
か
ら

5
月
げ

M
mま
で

問
合
せ

受
験
手
続
き
な
ど
詳
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
魚
津
税
務
署

総
務
課

（
〒
即
魚
山
市
北
鬼
江
川

1
2
古
川副
1
1
3
7
0
）
へ
。

町
営
住
宅
入
居
者

向
山
同
町
団
地
に

3
ド
主
主
が
あ

り
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
人

は
役
場
建
ぷ
諜
都
市
計
幽
係
（
官

役
場
内
線
2
1
8
）
へ
問
い
ん
い
わ

せ
キ
H
M

＝
展
望
サ
ル

l
ン
カ
ー
で

＝

＝
行
く
「
朝
日
町
民
号
」

＝

期
日

5
川
幻
H
山
か
ら
お
H
川

ま
て
行
先

新
日
制
の
糾
仙
峡
と
河
川
湖

の
旅
旅
行
代
金

4
4
、
0
0
0
円

問
合
せ
・

申
込
み

J

R
泊
駅
へ
。

一一
親
子
自
然
保
護
教
室

一

6
月
日
日
川
午
前
8
叫
（役

日
時
場
前
集
合
）

場
所

北
又
周
辺

参
加
対
象

小

・
中
学
生
と
そ
の

－
ね
た
き
り
及
び
痴
呆
性
老
人
慰

白
目
リ

n
Rド④
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
企
画
・
実
施

・
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

・
．制
祉
凶
体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
閉

山
μ

符－
福
祉
ふ
れ
あ
い
祭
リ
の
開
催

・
歳
未
た
す
け
あ
い
卒
業
の
実
施

⑤
総
合
的
な
相
談
・
援
助
活
動
及

び
情
報
提
供
活
動
の
実
施

・
心
配
ご
と
相
談
事
業
の
実
施

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実

ん也・
善
意
銀
行
の
活
用
促
進

－
町
広
報
に
「
ふ
く
し
の
窓
」
の

毎
月
発
行

⑤
福
祉
教
育

・
啓
発
活
動
の
実
施

．
指
．
川
行
起
動
の
立
円
山

①
社
会
福
祉
の
人
材
養
成
・
研
修

事
業
の
実
施

・
一
助
成
入
者
用
悩
松
広
報
の
発
行

窃思

川
同
必
行

（
加
1
m山川相
）

参
加
費

3
、
0
0
0
円

内
容

北
又
動
帆
物
観
的
問
小
、
小
さ

な
森
づ
く
り
、

三
段
滝
の
観
察
。

申
込
み

役
場
商
工
観
光
課

（
宮

役
場
内
線
1
1
8
）
へ
。

一
朝
日
岳
山
開
き
登
山
会

一

期
日

6
月
初

Uω
か
ら
幻
日
川

ま
で

（
l
，巾

2
8
）

会
費

一
般

l
o、0
0
0
問
、
小

引了

生

8
0
0
0
川

定
員

削
名

（返
礼
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

申
込
み
・
問
合
せ

刺
U
町
観
光

協
会
（
役
場
尚
工
観
光
課
内

・
2

役
場
内
線
1

1
8
）
へ
。

英
A
G

玄

話

教

室

期
日

5
川
幻

H
か
ら
9
月
3
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
午
後
2
時

か
ら

3
時
ま
で
）
の
日
凶
コ

l
ス

場
所

生
涯
学
習
館
2
階
研
修
主

講
師

エ
ミ
｜

・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん

（制

H
中
学
校
民
話
指
呼
助
手）

定
員

加
入
（
定
以
に
な
り
次
第

締
め
切
リ
）

申
込
み

生
祇
学
山
首
館
（
告
白
l

1
2
9
4
〉
へ
。
受
け
付
け
開
始

は
5
月
M
日
ゆ
午
前
日
時
か
ら
。

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

ありがとう

喝あ問晴
＠ 朝日目7善意銀行
( 3月II日～4月108)

。桜町大久保知行さんから

亡父甘l光さんが生局（，jお世話

になったお札として

100,000円

20,000円

支の生る未，tftn、ら知れる 笑のよくみのる木Ii.I咲いたJtのよ jすからでL1ttrる。すぐれた人物1.i'.，初めからどことなく常人とj主うとこ
ろがあるということご

。とく名さんから

・
…悩
社
の
教
宣
と
住
民
参
加
の
附

び
か
け

③
地
域
福
祉
財
源
の
確
保
及
び
助

成
の
実
施

－
賛
助
会
員
の
呼
び
か
け

－
h

成
末
た
す
け
あ
い

一連
動
の
推
進

賛
助
会
員
加
入
状
況

子供たちの福位施設慰問活動

た
だ
い
ま
非
集
し
て
お
り
ま
す

町
社
協
の
針
助
会

μ
に
次
の
方
々

か
ら
加
入
申
込
み
が
あ
リ
ま
し
た
c

折
山
八
日
宰

↑
、
折
υ
八日チ
ヨ
、
南
茂

説
持
、
尚
茂
和
美
、
出
中
文
～午
、

向
洋
一
、
山
本
与
次
、
山
本
つ
や
、

山
口
山
同
雄
治
、
大
川
口
栄
作
、
出
阿
達

信
、
福
岡
順
子
、
山
本
英
雄
、
藤

附
幸
作
、
山
出
す
み
、
大
井
卓
美

〆
寸
、
大
井
光
男
、
出
水
潔
、
出
水

エ
ミ
子
、
清
水
’
判
長
、
清
水
信

一
、

政
附
繁
松
、
と
く
名
、
大
家
比
工

業
ク
ラ
ブ
、
以
上
個
人
幻
名
、
法

人
l
件
、
心
口（
4
月
刊
日
現
什
）

り
ノ
学
生
の
皆
さ
ん

汀
川
一
・
卒
業
し
て
就
職
し
た
ら

「
ぃ
↑
種
別
変
更
の
手
続
き
を

一、言
、一

「い
い

↑
大
学
や
＃
門
学
校
に
作

一金

一
緒
し
て
い
る
万
は
、

M
K

コ
戸
」
年
令
一
の
第

一
号
被
保
険
者

口
円
」
で
す
が
、
卒
業
し
て
就
職

す
る
と
国
民
年
金
の
崎
別
が
変
わ

リ
ま
す
。
二
十
設
以
上
六
卜
政
米

耐
の
仁
げ
は
、
必
ず
同
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
し
て
、
何
少
年
令
や
共
消

組
合
に
加
入
し
飢
ニ
サ
被
保
険
者

と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
証
と
印

鑑
を
も
う
て
役
場
に
届
け
ま
し
ょ

う
。
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し

た
時
は
、
配
偶
者
の
事
装
主
の
一
乱

明
も
必
嬰
で
す
。

第
三
号
被
保
険
者
と
は
、

．厚
ル
干し

’

年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
ご
主
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二

十
歳
以
上
六
十
歳
米
満
の
奥
さ
ん

会』
い
い
中
広
ふ守
。

同
民
年
令
に
つ
い
て
の
問
い
介

わ
せ
や
子
続
き
打
法
な
ど
、
詳
し

い
こ
と
に
つ
い
て
は
役
場
住
民
謀

住
民
年
金
係
（
宮
役
場
内
線
1
1

0
）
へ
お
ト気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

人の謹んきうたr¥・pかな，L・Jえをたとえていう明鏡止水……＇~＇I ｝売し ＇ ＂＇＊L物を正しく映すところから

－
平
成
5
年
5
月
号

＠



－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪；盆 rP誠

餅（~餅屋…··· j時：；＇年崖のついた しのが一番うまいー物事二：二それぞHの呼門家カヘ、て．その道のこと：二．やはiJWI”！のfiが一番であるEいう ことe

＝
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
い
っ
ぱ
い
／

＝

二
黒
部
川
水
防
演
習

二

畑
崎
対

日
時

5
H
n
H川
午
前

8
時
間
山

分
か
ら
午
後
l
時
ま
で

場
所

黒
部
川

（
8
号
線
黒
部
大

柿
）
下
流
左
伴
河
川
倣

内
容

水
防
協
押
や
救
助
活
動
、

（’93あさひ町民寺小屋（カレツジ）開校）県民カレッジ受講生募集
・場所／あさひ・コミュニティーホールフコゼリア

・場所／あさひ・コミュ二ティーホールアゼリア

・時間／PM7:oo～ ・定員／300名

・受講料／l.500円（4講座分）

・時間／14:00～15:30

iiit 

H本の芸能にみる女たら民法氏自主回映11hj弘行5/15(1:) 

。5/25(11¥) 武田イクさん （武田鉄矢氏の勾）
「笑いと涙の子育て常時抗GJ

5/2 :U J '11・もR悶大学Jlf

媛~：；：必＂＇し，主ノか｛孟教千f岩E ii~（ 宣~82-1104}. または’Ult；’7・別館（ft821294）へ。
会＂＊＇よ織れ て 1 か． 本H35t》人にな・｝次~if:'tnυ＇）＇J Jす

水害は忘れたころl乙－．．
( 544 .8. II愛本えん1是彼災状況）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー

・
特
殊
車
両
展
示
、
物

産
展
、
お
に
ぎ
り
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

問
合
せ

仙
川
崎
省
引
い
…
部
工
事
が
務

所

（
告
白
1
i
1
2
2
）
へ
s

員
会
（
宮
役
場
内
線

3
0
4
）

電
話
で
申
し
込
み
を
c

"'-

－ ~~Tの一時害町四八亨叫』旬会I ’.，,_ t. 3主VJ：！.＂将州制L：況L ;t.~ヲFヌ＜Hbー.3.1-3.31 
l. 4匹 才． 土品川 完r－，成.... ・ム． a金~I 喜$~ ~ Y; 帆当苦患

g~ 集）／.f偽Ll総i誌｛：｛’号F線倫半舗殺繋 し・ド 向I~ 3 II 2.111.500’ 4・＂＇緯訟 TlH本式会社 農水温l~林軍
文台教、ゾーン静Z也Z事璽E 南保町 3 II 5.047.000 外式会社i(1,j.:J；川 情昔、勢t言，.，語・島i n •1t;1u品作 τ二串
水丈e配布lC"／ーシ恥税制串苫佐 繭偲tt 3 JI 24.050.500 針1七＇~手組1・：・~えJ（，~、E桝J・S附，牛4車Jばl 情4、報t紙陶t
イ‘lf干1:

。iJJrl~ ＞＇f.1'1 ？，必~公b副総＜Itd世f.'f.i(i1小魚 品t山 :i }I 4.985,200 株式会社浴剤 l：議所 尚E見光二1:城 Ill JIに柄ぽ＿，：

~ーW・1骨4’・めド治JI! ’λ田1’駒山ltl:~者？内・0・； ＿1 :.,, や冊I 9 JI 11.99宮.5似3 倒、パ会主土；J<~ln佐所 他殺3草
jl·r帯m、l<;ll~ ’；·~· r·鰍a'l僻lffi 'A l・1手 z静岡T ()JI 5.335,400 ーltll1lilU主主総株式会社 主主設線
仰f』 T~・1揖（；必l、 ~品4。 l,＼~＇ f'線道路改良 i: ·1~ ~）田f 9 J-j 28.170.500 小JI,;松？・1.1股｛仰11・・｛附2似ι.Ill休柑l主主鮫総

l.!.H 。市~お

Lぐ性宇のススメ上野千鶴イ・氏オL』；－：人－学助教絞5/22U:l 

開
講
期
間

6
月

9
日
附
か
ら
日

月
山
日
榊
ま
で
（
週

1
回
程
度
）

の
羽
田
コ

ー
ス

受
講
資
格

ω必
以
上
の
男
女

内
容

社
交
タ
ン
ス
、
ビ
ー
チ
ポ

ー
ル
、
位
脱
教
室
、
俳
句
、
国
虫
、

料
煙
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
。

申
込
み

受
講
希
望
者
は
教
育
委

中
央
高
齢
者
教
室

06/4閣 寺田康人先生 （あさひ総合病院院長）
r高血圧と低rfll圧防止J

06/18~封 舘野政也先生 （県立中央病院院長）

「エイズの正しい知識J

※申込み ・問合せ新川青年会議所（念22-5976),

笠涯学習箆（合82-1294）ヘ。ただし，定員になり次

第締め切ります。

一
平
成

5
年
度
前
期

一

一
危
険
物
取
扱
者
試
験

一

試
験
の
種
類

叩
純

・
乙
純
（
節

1
剣

1
第

6
類
）

・
丙
種

試
験
日

6
月
初
日
間

試
験
会
場

出
山
工
業
高
校

・
魚

川
i
柴
山
校

受
付
け
期
間

5
月

m
u
mか
ら

初
日

ωま
で

流
し
く
は
消
防
蒋

（
宮
幻
1
0

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

0
0
9）
 

日

障
者
の
方
々

山

肢
体
不
日
出
の
防
出
を
拘
ち
、

山
ら
引
を
運
転
す
る
降
巾
お
お
の
む

に、

有
料
迫
路
の
通
行
料
金
が
半

紙
に
な
る
剖
引
一試
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
交
付
を
受
け
る
に
は
、
役

場
福
祉
係
へ
①
印
鑑
②
身
障
干
帳

③
運
転
免
許
証
④
車
検
証
を
持
参

し
、
所
定
の
子
続
き
を
す
る
こ
と

が
必
裂
で
す
。

な
お
、
制
引
絞
め
交
付
場
所
が

平
成

5
年
度
よ
り
福
祉
事
務
所
か

ら
役
場
へ
変
一
犯
に
な

っ
た
の
で
ご

* 
川
氏
倍
加
山
、
訟
原
玲

f

五
箇
庄

地

区
内H
待
出
降
一
一
記
、
A
H
怨
部
智
夫
、

食
草
山
文
夫
、
※
篠
田
裕
腕
、

※

松
原
秀
夫
、
※
広
田
み
ゆ
き
、
河

村
礼
子
、
佐
渡
晴
美
、
松
沢
正
臣
、

南
茂
志
穂

南
保
地
区
公
江
糊
兼

一
、
台
小
林
吉
一
、
会
川
合
純
次
、

近
雌
様
勺
、

．比
谷
勝
、
土
井
焼
、

よ
井
留
英
、
加
藤
佑
附

山
崎
地

区
内M
鹿
熊
和
春
、

※
山
本
美
代
志
、

※
真
部
進
、

七
津
久
徳
、
古
市
賢

治
、
牧
野
美
知
チ
、
堀
一
和
香

f

大
家
庄
地
区
会
岡
田
義
輩
、
※
坂

口
啓
治
、
※
右
井
康
紀
、
広
田
真

川村

f
、
有
沢
直
犬
、
京
共
徳
、
版

本
正
問

（
以
上
以W
名

）

ご
協
－
M
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

注
意
く
だ
さ
い
e

持
し
く
は
役
場
悩
社
係
ま
て
。

ま
た
、
ー

・
2
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
つ
方
に

寸
青
い
烏
郵

便
柴
書

L
m枚
を
い
燃
料
で
配
術
し

て

い

ま

す

希

唱

者

は

5
H引
け

ま
で
に
郵
便
砧
へ
身
障
手
似
を
綻

ポ
し
て
巾
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
段
寄
り
の
郵
似
同
へ
。

診療日が変わりました
ーあさひ総合病院一

料名 ~~、- tfi. 日

産婦人科 月・金 ①13:00～15:30 

皮柄 十1・ 火・金 ① 8:30～11:30 

脳神経外科 月 ① 8:30～l 1 :30 

一

月円

06/11樹 寺沢徹先生 （YKK陸上部監督）
「マラソンと健康」愛

の
献
血

協
力
者
名
（

3
月
実
施
分
、

印
は
側
川
、
※
印
は
成
分
、
そ
の

他
は
柳
川
献
血
者
）

境
地
区
水
島
永
人
、
広
川
容
子、

水
島
美
穂
、
水
島

学
、
前
川
邦
チ

宮
崎
地
区
水
仏
加
奈
子
、
竹
谷
つ

む
ぎ

笹
川
地
区
※
堀
内
英
顕
、

竹
内
希

泊
地
区
会
中
村
健
志
、

会
近
江
勝
、
会
越
間
政
治
、
会
松

原
年
了
、

A
M
上
沢
雅
義
、

※
大
平

正
徳
、
※
竹
内
禿
孝、

※
久
我
口

香

代
、
※
米

田
正
克
、

※
岡
秀

雄
、
山
田
麻
下
了
、
竹
中
山
治
、

wm山
耕
一

、
川
小
石
希
、
松
岡
氏
、

平
針
裕
紀

f
、
木
村
型
、
本
的
同

夫
、
米
田
健

一
、
阿
部
宏
之
、
島

由
美
，
十
、
広
田
一応
「
、
小
松
普
光
、

。ご寄付を
ありがとうございました

マ宮山市の加藤消光さんから

広報あさひのためにとl万円

マ刺日町ライオンズクラブさ

んから交通安全旗200本と

メルヘンハネルなど刊点

生活必需昂釘
~ 
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くら しの情報室

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中

央
図
書
館

l

（官
邸
｜

0
5
7
4）

新
し
い
本

こ
般
書
）

お

ろ

か

な

日

々

椛

名

男
の
た
め
の
ド
キ
拙
論
諸
井

キ
ト
キ

ト

の

魚

室

井

少
女
よ
、
大
ぷ
を
抱
け
谷
村
ぶ
総

出
仏
フ
ロ

ウ
ァ
ン
ス
の
は
か
月

ピ
ー
タ
｜

・
メ
イ
ル

い
く
つ
に
な

っ
て
も
新
鮮
マ
マ

ロ
ザ
ン
ナ
加
藤

こ

れ

が

世

界

だ

部

A
口
伝
彦

夢

は

枯

野

を

伊

集

院

静

機
針
家
の
謎

・
お
か
わ
リ

米
京
サ
ザ
エ
さ
ん
学
会

uu
本

家

紋

総

鑑

千

鹿

仲

比

え
え
に
よ
ぽ
（
ド
ラ
マ

・
ガ
イ
ド
）

日
本
版
送
出
版
協
会

①は受Hけlk'fllJJ

秘斎tワ
音王守ン
のマ
葬ン
手IJ

多内人・帝I)
出回下み
尋2康英ゆ
チ夫 j台き

ブ
ド
ウ
桝
と
パ
ラ
の
円
々陶1松
本
智伯
子子

前
田
家
の
祝
言

（
小
説
）

せ

つ

な

い

話

山

田

詠

美

編

む

ほ

ん

物

語

出

久

根

達

郎

フ
ィ
ジ
ー
の
小
人

村
上

竜

ス
テ

ッ
プ
フ

ァ
ザ
｜

－
ス
テ
ッ
プ

本
の
紹
介

「
メ
ニ

ユ
ー
の
余
白
」

重

金

敦

之

〆二zー＠余白
m会批之お

い
し
い
店
が
わ
か
る
け
ど
グ

ル
メ
ガ
イ
ド
で
は
な
い
、
食
べ
歩

き
も
あ
る
け
ど
紀
行
文
で
は
な
い
。

文
士
の
食
卓
か
ら
ゴ
ル
フ
場
の

レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
、
食
と
桝
を
過

し
て
人
間
脱
線
や
文
明
批
評
を
請

っ
た
エ

ッ
セ
イ
。

－
平
成

5
年
5
月
号

＠

破れても小禍・…・質のよいものは．たとえちぎHても．なお．その良い性質を失わないというたとえ9



身近な話題を待っています（ft83-1100内線204）ヘ。あなたの回りの

はなやかにメミム宴：三？
一一 あさひ桜まつり大盛会 一一

明
日
聞
の
主
体
恒
例
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
あ
さ
ひ
似
ま
つ
り
L

いか問

H
卜
八

U
、
教
育
文
化
会
館
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

「化
よ
り
だ
ん
）
「
、
咲
き
必
る

肢
を
よ
そ
に
主
内
で
め
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
会
場

内
に
は
迫
化
の
悩
や
ボ
ン
ボ
リ
弘

J

a

．－
U
H

コ
L
、．
3

・じ
l」
ヘ

＋

か

と
カ
官
、L
・1

3
44
1ノ

i
l－－

μ

柑
刈
V
S
Uリ
仁

特
設
ス
テ
｜
シ
で
は
、
一山
芸
妓

机
九
日
の
w
甘
さ
ん
の
あ
で
や
か
な

T

制
り
を
は
じ
灼
、
平
柳
神
栄
公
の

州ノ
J
舛
ゃ
れ
杉
民
品
会
の
歌
や
制

り
、
・
引
札
な
へ
i
江
トA
叶以
な
ど
が
次

々
と
被
．
h
さ
れ
、
約
六

h
人
の
化

見
川
容
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
ー

こ
ん
に
ち
は
友
好
都
市

気分も新たに伝統担ぐ
一高畠町内会みこしをお色直し一

川
川
卜
川
、
ぃ
U

川
内
川
神
社
の
必

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
新
た
に
お
色

直
し
さ
れ
た
み
こ
し
が
、
箇
や
太

肢
の
お
は
や
し
と
と
も
に
川
内
を

掛
り
歩
き
ま
し
た

町
の
地
域
市
性
化
事
業
の
補
助

金
を
利
用
し
、
修
給
な
ど
を
地
さ

れ
た
み
こ
し
は
新
品
川
線
、
ま
ば

ゆ
い
ば
か
り
の
仕
上
が
り
の
神
社

で
の
完
成
縮

rum
の
あ
と
、
H

お
い

決
た
ら
は

μ枕
を
い
ぐ－
U

け
び
を
か

み
し
め
な
が
ら
‘
町
内
の
山
引
き
ん

と
と
も
に
お
祭
り
ム
ー
ド
に
併
い

し
れ
ま
し
た

？
i
g
n
2
3
3
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一一 宮崎地区が「越中みやざきさき蓄」を発刊 一一

愛郷心を 一 冊の本に

ハ
川
崎
地
区
め
郷
土
公
能
や
家
紋
、

作．
j
、方一
吉
な
ど
を
ま
と
め
た
「
越

中
み
や
ざ
き
A
I
昔
」
が
発
刊
さ
れ

ま
し
た
a

こ
れ
は
、
宮
崎
地
区
の
皆
さ
ん

が
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
な
ど
を
後

世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
地
区
に

対
す
る
則
一
併
と
愛
郷
心
を
深
め
よ

う
と
、

町
の
地
域
活
性
化
事
業
の

補
助
金
な
ど
を
使

っ
て
発
刊
し
た

も
の
で
す
c

制
集
委
員
会
を
設
け
、
資
料
文

献
を
集
め
る
一
方
、
地
区
の
人
た

ち
か
ら
の
聞
き
取
り
訓
併
な
ど
を

章
一ね
て
で
き

l
・が
勺
た
本
は

「
伝

ふ
と
主
能
」

「
村
の
家
々
の
家
紋

下
」
な
ど
六
・羊
て
偶
成
さ
れ
て
お

り
、

B
Lハ
川、

一
’ハ・

一
ペ
ー
ジ
匂

地
区
の
人
た
ち
の
「
越
中
み
や

ざ
さ
」
に
対
す
る
傑
い
思
い
入
れ

が

μわ
っ
て
く
る

一
削
で
す
。

ー
釜
石
の
中
学
生
が
来
町

l

初
日
間
と
友
好
郎
山
の
間
州
に

あ
る
岩

T
県
釜
布
市
の
中
日
f
生
九

人いか
三
川
一
十
三
日
、
山川
U
町
を

訪
れ
ま
し
た
c

両
市
町
は
、
何
年
交
一与
に
中
学

小
一
を
派
泣
し
、
交
流
を
凶

っ
て
い

ま
す
が
、
A
I
川
み
札
た
刊
行
さ
ん
は

町
内
の
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
含
め
、
こ
泊
問
円
の
川
れ
で
削

仁
川
ト
円

州
日
中
学
校
を
小
川
仰
れ
た

川崎か
、
ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
や
ヒ
ス
イ

搾
し
む
体
験
す
る
な
ど
、
各
地
で

K
Mの
き
ず
な
を
涼
め
ま
し
た

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

ち
ょ
ヲ
と
第
子
入
り

ー
高
校
生
か
農
業
実
習
｜

人
口
需
品
校
農
業
利
の
男
下
生
徒

ト
ハ
パ
人
が
－．一川
一
－ト

h
u
か
ら
一一白

ト

一
一目
ま
で
、
川
別
け
町
や
人
汗
町

な
ど
の
よ
マ
業
農
家
に
通
学
、
実
際

の
農
業
成
功
を
体
験
し
ま
し
た
u

ニ
の
う
ち
、
鍋
山
似

一
郎

ιと

立
む
利
光
討
の
二
人
は
、
一二
枚
怖

の
勝
間
六
弘
さ
ん
の
お
主
に
弟

f

人
り
川
け

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ほ
川
切

に
た
い
肥
を
運
ん
だ
り
、
山
川
作

業
に
汗
を
流
す
な
ど
、
ブ
ロ
の
農

業
を
体
山
叫
ん
し
ま
し
た

落花流水…・.｛；品｛七には；fi［水のhくままにiたれたいと思i心が，ifi［水lニIH品花をのせて流れにいと思う心があること。男女が瓦いに思い合H古の
あることをたとえてい－） , 

セ
ー
ワ
テ
ィ
ー
ワ
イ
l
bち
お
手
伝

ν

ー
交
通
安
全
県
境
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

l

川
川
八

H
、
凶
道
八
号
線
の
境
作
山
市
川
将
の
い
父
池
山安
全
山
川
叫
ん
HM
キ

川
橋
誌
で
入
怯
菅
野
氏
小
説
白
と
糸
魚
川

ャ
ン
ベ

i
ン
が
’
れ
わ
れ
ま
し
た
一

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

は

怖

u
－
山
小
川
内
町
の

交
通
安
ム
ム
関
係
者
約
．
h
人

の
ほ
か
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

仲

4
f

～

ク
イ
ー
ン
の
ハ
介
U
正
下
き

ん
、
出
水
美
山
さ
ん
の

二

人
も
特
別
参
加
こ
県
慌
を

行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
か
わ
い
い
チ
ュ

l
リ

ノ
ブ
の
化
や

守
、正
志
ん
ガ

ム
」
と
盟
国
か
れ
た
ガ
ム
、

手
作
リ
の
し
父
辿
瓦
令
マ
ス

コ
ヴ
ト
を
干
は
し
な
が
ら
、

突
い
飢
で
「
安
全
運
転
を
し

て
く
だ
さ
い
ね
」
と
呼
ひ

か
け
て
い
ま
し
た
。
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撮れ議も差等量けば属に立つ・ われた鏑も三年棄てずに取っておけば，何かの役に立つことがある。この世にIi,i止に立たないものはないと
いフこと。
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美

（ふるさと美術館
名作鑑 賞

0) ひさあ

1985年（昭60年）没

C主~I ：月 ：今 」（i~~i：·~~~；9.~~： 1 79×89~ － ） 
長1ii奇li)J之昼・・・・・・朝日間T姪谷出身 1923年（大2年）生まれ

ぶ
門
荒
川
お
菜
が
、
野
原
一
耐
を
い
胤
い
尽
く
し
、

川
で
は
、
可
解
け
の
水
が
勢
い
よ
く
山
町
辺
を
削

る
。
光
に
尚
ち
あ
ふ
れ
た
．
h
H。
ふ
と
活
か
に

制
日
岳
を
仰
ぎ
見
れ
ば
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
残

雪
が
輝
き
、

一
足
遅
い
森
の
訪
れ
を
待
つ
山
並

み
が
息
づ
く
。

荒
々
し
く

一
気
に
描
か
れ
た
筆
づ
か
い
は
、

伸
び
や
か
で
、
し
か
も
こ
こ
ち
ょ
い
な
め
ら
か

さ
。

こ
の
山
を
愛
し
、
幾
度
と
な
く
描
く
作
家

の
自
信
に
恭
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、

瓦
片
の
初
々
し
い
生
命
の
息
吹
を
育
む
神
間
h

な

る
安
気
の
存

ιを
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

蛇
谷
の
炭
焼
の
家
に
生
ま
れ
た
助
之
丞
は
、

上
京
し
て
同
郷
め
火
口
U
山
郷
と
、
太
干
洋
画
学

校
に
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
間
も
な
く
召
集
を
受

け
る
が
、
そ
の
後
も
幼
い
時
よ
り
の
絵
心
は
途

絶
え
る
こ
と
な
く
、
役
場
川
閉
め
の
傍
ら
摘
さ
統

け
る
。
木
供
向
、
版
耐
な
ど
の
作
品
が
数
多
い
。

b

中
で
も
、
版
向
に
お
い
て
、
日
本
版
州
院
賞
（
郡

山斗

一
昨
）
を
会
合
。
械
－
f心
丸
山

々
の
授
賞
は
終

仰ド、一

中
一の
励
み
と
な

勺
た
と
述
州
附
し
て
い
る
。

’

S

今
ι

・しν
A
，〆ι，

J
か
の
紙
は
、
や
ぼ
っ
た
い
け
ど
す
ば
ら
し

L
S

γ
K
G
 

い
」

J

デ
川
崎
小
川
越

す

九
、
：

と
、
夫
人
と
と
も
に
漉
い
た
雌
谷
紙
を
ニ
よ
な
、
；
、

い
の
九

λ
u
d
刊
に
一
連
，
～
ホ

〈
愛
し
、
紙
に
生
命
を
吹
き
込
む
ご
と
ぐ
陥
，き
弘前川町会

ー

、、ス
A
j
ffuγ
凡マキ悔

い
杭
け
た
。

’

t
d守
Q
♀

3
9

朝日に輝く153人

ピカピカの新1年生に

4月7日，町内の8小学校、

l分校で一斉に入ザ：式が行わ

れ， 新 l 年生1~3人が存の日を

浴びて；t~dこ’芋舎の門をくぐ
りました。

このうち，境，高111r.1：，笹川，

泊の4小学校は、来年4月に

統介され 「さみさ と小学校」

として生まれ変わるニとから

今回カf最後の入’字式。新小’芋

校の建設地となる泊小学校で

は，お母さんやお父さんに下

をひかれて式に臨む子供たち

を， l咲き始めた桜かやさしく

出迎えていま した。

叫 a，、幸之＆ t＞会シ

スへどるな0"

－
平
成

5
年
5
月
号

＠

ぃ明
、

V
い
よ
い
よ
五
月
。
最
近
で
は
あ

ま
り

「
五
月
病
」
と
い
う
言
葉
を

聞
か
な
く
な
っ
た
よ
う
な
討
も
し

ま
す
が
、
進
学
や
就
職
な
ど
で
町

を
縦
れ
て
い

っ
た
話
者
た
ち
の
中

に
は
、
そ
ろ
そ
ろ
他
郷
が
恋
し
く

な
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

V
去
る
三
月
二
十
七
日
に
附
か
れ

た

「
ぶ
産
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で

は
、
の
お
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
H

を
テ
ー
マ

と
し
た
ハ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
小
て

パ
ネ
ラ
ー
の

一
人
が

『
軒
者
だ
け

に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

よ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
か
住

ん
で
い
て
よ
か

っ
た
と
思
う
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
犬
切
で
は

な
い
か
h

と
い
う
主
U
H
の
発
一言
を

さ
れ
ま
し
た
。

V
ム
広
場
に
は
当
日
、
若
者
の
姿
が

あ
ま
り
な
い
の
が
残
念
で
し
た
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
、
町
民
総

参
加
。

い
ろ
ん
な
世
代
の
人
た
ち

が
こ
う
し
た
場
に
集
い

、
自
分
た

ち
の
ま
ち
の
将
来
を
考
え
る
こ
と

も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

世帯数 i192 ( + 8) H 5.4.J現ぬ
l )!;t前月比

計 17.791（ー34)女 9'469 (-22) 男 8,322(-12)〔町の人口〕


